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大
庄
屋
は
、
郡

こ
お
り

奉
行
・
郡
代
な
ど
の

郡
方
役
人
の
指
揮
下
で
、
村
庄
屋
を
統

括
す
る
、
村
方
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
。

法
令
の
伝
達
、
年
貢
・
夫ぶ

や
く役
の
割
付

け
、
村
々
の
訴
訟
の
調
整
な
ど
職
務
は

多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
有
能
で
判
例
に

通
じ
、
統
率
力
の
あ
る
人
が
選
任
さ
れ

て
い
た
。
藩
政
初
期
は
在
地
の
中
世
豪

族
や
そ
の
子
孫
、
時
代
を
下
る
に
つ
れ
、

経
験
豊
富
な
庄
屋
か
ら
任
命
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
。
大
庄
屋
を
普
請

方
と
養
育
方
が
補
佐
し
た
が
、
多
忙
で

過
酷
な
職
務
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
庄

屋
の
担
当
区
域
が「
触ふ

れ

」で
、享
保
８（
１

７
２
３
）年
ま
で
は
大
庄
屋
を「
触ふ

れ
ぐ
ち口
」

と
称
し
て
い
た
。
大
庄
屋
の
役
場
所
在

地
の
村
名
を
冠
し
て
、
何
々
触
、
何
々

村
大
庄
屋
と
呼
称
し
た
の
で
あ
る
。

　
遠
賀
郡
の
触
は
、
東
触・中
触・西
触・

島
郷
触
の
４
触
が
基
本
で
あ
る
。
郡
内

の
大
庄
屋
は
３
～
５
名
で
、
触
下
の
20

～
30
か
村
を
管
轄
し
た
。
大
庄
屋
の
増

減
で
、
触
の
区
域
や
触
下
の
村
が
変
化
し

た
。
岡
垣
町
域
は
西
触
に
属
し
て
い
た
。

　
岡
垣
町
域
で
大
庄
屋
を
務
め
た
家
は
、

山
田
の
秋
武
氏
と
吉
木
の
三
輪
氏
で
あ

る
。
三
輪
氏
の
場
合
は
、
三
輪
佐
一
郎

が
万
延
２（
１
８
６
１
）年
１
月
か
ら
慶

応
４（
１
８
６
８
）年
６
月
ま
で
、
払
川

触（
北
九
州
市
若
松
区
）の
大
庄
屋
を
務

め
た
。
１
代
７
年
半
の
在
職
で
あ
る
。

　
『
秋
武
文
書
』（
山
田
区
の
秋
武
光
男

氏
所
蔵
）に
元
文
２（
１
７
３
７
）年
２

月
付
け
、
遠
賀
郡
代
宛
て
の「
先
祖
書

上
」が
あ
る
。
書
上
に
よ
れ
ば
、
秋
武

主も
ん
ど
の
か
み

水
正
重
氏
が
黒
田
長
政
の
招
請
に
応

じ
、
播は

り
ま磨

か
ら
筑
前
に
下
り
山
田
村
に

居
住
し
た
。
倅

せ
が
れ

利
兵
衛
が
触
口
大
庄
屋

を
拝
命
し
た
と
記
す
。
主
水
正
重
氏

は
、
元
伊
予
国
６
万
石
の
城
主
で
、
福

岡
藩
草
創
期
に
遠
賀
郡
山
田
村
に
住
居

を
構
え
た
、
山
田
秋
武
氏
の
初
代
と
す

に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
２
代
目

が
職
務
退
任
の
時
、
３
代
目
は
若
く
て

職
務
経
験
が
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

郡
役
所
は
３
代
目
を
大
庄
屋
見
習
に
し

て
、
今
古
賀
触
大
庄
屋
村
田
儀
右
衛
門

の
下
で
、
経
験
を
積
ま
せ
た
と
、
推
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
郡
役
所
は
、
２
代

目
の
後
役
を
秋
武
氏
以
外
か
ら
選
任
す

る
こ
と
な
く
、
３
代
目
五
八
郎
に
継
承

さ
せ
る
前
提
で
動
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

大
庄
屋
の
継
承
は
、
３
代
目
五
八
郎

の
後
も
五
三
郎
→
五
八
郎
と
続
き
、
明

和
５（
１
７
６
８
）年
10
月
の
五
八
郎
死

亡
で
、
山
田
触
は
、
終し

ゅ
う
え
ん焉
を
迎
え
た
の

で
あ
る
。
秋
武
氏
は
、
大
庄
屋
を
10
代

１
５
０
年
以
上
世せ

し
ゅ
う襲
し
た
の
で
あ
る
。

大
庄
屋
の
世
襲
は
長
く
て
４
～
５
代
で
、

10
代
は
異
例
で
特
別
な
こ
と
で
あ
る
。

初
代
藩
主
黒
田
長
政
と
の
関
係
や
、
筆

頭
家
老
の
三み

な

ぎ
奈
木
黒
田
家
と
の
特
別
な

関
係
が
継
続
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く

る
先
祖
で
あ
る
。
重
氏
の
長
男
は
主も

ん
ど水

光
晴
で
、
播
磨
国
で
２
万
３
千
石
の
領

主
だ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
次
男
が
利

兵
衛
で
あ
る
。
利
兵
衛
は
、
遠
賀
郡
36

か
村
の
触
口
大
庄
屋
を
拝
命
と
記
録
さ

れ
て
い
る
。
山
田
村
大
庄
屋
は
、
利
兵

衛
の
跡
を
七
右
衛
門
→
七
右
衛
門
→
藤

十
郎
→
市
三
郎
→
五
八
郎
→
五
八
郎
→

五
八
郎
の
私
ま
で
継
承
と
、
書
上
は
述

べ
て
い
る
。
五
八
郎
を
襲し

ゅ
う
め
い名
し
た
３
代

目
五
八
郎
が
、
先
祖
書
上
の
筆
者
で
あ

る
。
３
代
目
は
、
２
代
目
五
八
郎
が
大

庄
屋
を
退
任
し
た
享
保
19（
１
７
３
４
）

年
か
ら
３
年
後
の
元
文
２（
１
７
３
７
）

年
に
、
大
庄
屋
を
継
承
し
て
い
る
。
な

ぜ
３
年
後
か
、
疑
問
に
思
い
調
べ
て
み

る
と
、
享
保
19
年
は
山
田
触
を
含
む
郡

内
５
触
で
、
翌
20
年
は
山
田
触
が
消
え

て
郡
内
４
触
で
あ
る
。
そ
し
て
、
元
文

３（
１
７
３
８
）年
に
山
田
触
が
復
活
し

て
郡
内
５
触
に
戻
っ
て
い
る
。
空
白
の

３
年
間
、
山
田
触
の
区
域
は
今
古
賀
触

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
羽
山　
健
一

山
田
村
大
庄
屋
　
秋
武
　
五
八
郎
①
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